
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｒ４学校便り No.30 
 

 令和５.３.１４ 
 

四国中央市立 

   小富士小学校 
小 富 士 子 っ 

い き い き 

ふるさと集会の感想を紹介します 
２月２１日に、一年間のふるさと学習の総まとめとして、ふるさと集会を実施しまし

た。ご参観ありがとうございました。子どもたちは、学習したことをどのように伝えれ

ば、分かりやすく伝えられるだろうかと工夫して、資料を作成し、集会に臨みました。

子どもたちのふるさと集会の感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月１１日は、１２回目の東日本大震災の日。マグニチュ

ード９.０、震度７、津波の最大高は４０ｍ以上という大地

震。さらには原子力発電所のメルトダウン。１８０００人以

上の死者・行方不明者を出すとい 

う未曾有の大災害となりました。

その教訓を忘れないようにとい 

うことで、１０日には避難訓練を行いました。給食は防災を

考える献立でした。また、ＰＴＡや学校運営協議会との協議

の上、防災食と保存水を備蓄することとなりました。 

はじめてふるさと集会をしたけど、小

富士にはこんなところがあったんだなと

思いました。 

保育園の人たちが来ていたので緊張し

ました。でも練習をいっぱいしてきたの

で、緊張してもはっきりと言えたらいい

なと思ってがんばりました。 

クイズで楽しく分かりやすく、全校の

みんなに町たんけんのことを発表でき

て、みんなも盛り上がってくれてうれし

かったです。 

まだ少し難しいことを学んで楽しかっ

たし、今まで知らなかったことをしれた

のでうれしかったです。 

３年生の消防車やサトイモの発表を見

て、町たんけんに行きたいなと思いまし

た。 

地域の人たちに教えてもらったむかし

遊びを一緒に対戦するというのも、ひと

つのおもしろさだと思いました。 

５年生の発表を聞いて、小富士地域で

災害が起こったときに、保育園や小学校

に逃げるとよいなど、いろいろな対策を

発表してくれたので、もしものことが起

こったときの、ためになりました。 


